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大
と
不
足

耳
技
師
技
術
者
の
教
育

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
間
接
的
生
産
労
働
者
は
、
保
全
労
働
者
ま
た
は

保
全
要
員
〈

E
E
E
E
E
2
4〈
。
再
日
耳
目

E
ロ
Z
E
R
O
E民
-
巴
毘
日

HH己
E同
σ
2
Z叶
。
仏
両
己

EOHげ巴
E
u
m
4
2
E
E
C
と
技
師
ま
た
は
技

術
者
ハ

E
m
E
E叶

2
Z
S
E
E
E
M
E田
E
E
E
。
皆
同
叶
E
V
E
W
Z
)

と
の
二
つ
の
部
類
か
ら
な
る
。

オ
ー
ト
メ
!
山
町
ヨ
ン
と
間
接
的
生
産
労
働
者
付

小

節

男

谷

保
全
労
働
者
ま
た
は
保
全
要
員

オ
ー
ト
メ

l
v
ョ
y
に
お
い
て
は
機
械
装
置
や
制
御
機
構
が
巨
大
化
し

観
雑
化
す
る
の
で
、
そ
の
整
備
・
管
理
・
修
繕
・
製
作
な
ど
の
た
め
に
、

大
量
の
保
全
労
働
者
が
必
要
と
な
引
て
く
る
。

保
全
労
働
の
職
種
と
特
色

τ
i
 

川
特
殊
部
門
の
成
立
保
全
労
働
者
の
職
種
は
、
自
動
車
工
業
で

は
電
気
技
術
工
、
機
械
据
付
工
、
工
具
製
造
工
、
鋳
型
製
造
工
、
機
械
修

繕
工
な
ど
で
あ
h
、
化
学
工
業
で
は
機
械
工
、
配
管
工
、
電
気
丁
、
計
器

工
、
溶
接
工
な
ど
が
あ
る
。
オ
ー
ト
メ

I
シ
豆

Y
に
お
い
て
、
保
全
労
働

は
大
い
に
そ
の
意
義
と
役
割
を
増
大
し
た
。
ま
ず
、
自
動
車
工
業
で
特
徴

的
な
こ
と
は
、
第
一
に
、
電
気
工
の
い
ち
じ
る
し
い
増
大
で
あ
る
。
ト
ラ

y
ス
7

ァ
l
設
備
は
、
各
ス
テ
ー
ジ
望
ン
に
多
数
の
推
進
原
動
機
を
据
付

け
て
い
る
し
、
ま
た
複
雑
な
電
子
的
制
御
設
備
は
、
自
動
電
話
完
換
室
の

よ
う
に
無
数
の
継
電
器
を
も
り
て
い
る
の
で
、
電
気
工
の
労
働
を
増
加
さ
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オ
ー
ト
メ
1
シ
室
ソ
と
問
度
的
生
産
労
働
者
け

せ
ね
。
第
二
に
は
、
保
全
労
働
者
の
中
で
も
、
工
具
製
造
工
が
、
相
対
的
に

自
立
的
な
部
門
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
元
来
、
工
具
製
造
工
は

機
械
工
具
の
製
造
と
事
後
研
磨
宇
一
引
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
長
い
間
に
、
自
己
需
要
の
た
め
の
工
具
製
造
が
連
続
的
に
増
大
し
て
、

概
念
上
狭
義
の
一
生
産
部
門
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
自
動
車
工
業
で
は
、

保
全
労
働
者
集
団
は
各
生
産
部
門
に
仕
事
場
の
支
部
を
も
ち
な
が
ら
も
、

全
体
と
し
て
は
特
殊
部
門
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。
撹
乱
を
現
場
の
支
部
で

除
主
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
中
位
程
度
以
上
の
修
繕
は
昔
通
、

自
己
の
総
括
的
特
殊
部
門
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
丸
。
プ
ロ
セ

ス
工
業
の
分
野
に
目
壱
転
じ
る
と
、
化
学
工
業
で
は
計
測
器
械
の
道
入
と

と
も
に
精
密
機
械
工
、
電
気
機
械
工
、
物
理
実
験
員
な
ど
の
新
職
種
集
団

が
登
場
し
て
、
同
じ
く
一
箇
の
新
し
い
経
営
部
門
を
形
成
す
る
よ
う
に
な

っ
ね
。
石
油
工
業
で
も
保
全
労
働
者
は
オ
ベ
レ
l
タ
!
と
緊
密
に
協
h
H
壱

す
る
が
、
通
例
は
異
な
っ
た
部
門
に
、
た
と
え
ば
工
作
部
門
や
機
械
部
門

な
ど
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

B

保

全

労

働

の

特

色

オ

l
ト
メ

l
y
ョ
V
で
は
、
工
場
自
体
が

一
個
の
巨
大
な
機
械
の
性
質
を
お
び
て
く
る
の
で
、
ど
と
か
一
カ
所
が
破

損
す
る
と
全
作
業
が
と
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
撹
乱
や
故
障
の
お

よ
ぽ
す
影
響
は
、
従
来
よ
り
も
ず
っ
と
広
い
も
の
と
な
っ
た
。
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
設
備
で
は
、
全
体
的
一
貫
性
E
相
宜
的
連
関
院
か
高
め
ら
れ
て

い
る
の
で
、
一
局
部
の
撹
乱
や
単
純
な
故
障
が
、
少
数
の
労
働
者
を
立
往

生
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
一
部
の
製
品
を
損
う
の
で
も
な
く
て
、
当
該

第
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部
門
全
体
の
、
全
系
列
の
製
品
に
波
及
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
化
学
工
業
で
は
生
産
一
貫
体
系

(
N
司
自
唱
I

E
E
3
E
o
E
)
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
全
過
程
に
作
用
し
て
、
高
額
の
修

繕
費
用
壱
要
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
収
量
の
い
ち
じ
る
し
い
低
下
壱
ひ
き

《

mm》

お
こ
す
の
で
あ
る
“
こ
う
し
て
、
と
り
わ
け
自
動
装
置
の
困
難
性
は
、
機
械

工
学
や
電
子
工
学
上
か
ら
い
う
と
、
撹
乱
や
故
障
が
起
り
や
す
く
高
価
で

あ
る
こ
と
ト
、
完
成
生
産
物
の
変
化
に
対
す
る
屈
伸
性
が
殆
ん
ど
ま
た
は

全
然
な
い
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
撹
乱
や
故
障
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
保
全
労
働
者
は
、
常
時
、
予
防
保
全
な
い
し
は
計
画
保
全
の
任
務

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
日
的
は
、
生
産
の
流
れ
亭
円
滑
に
し
て

遮
断
の
危
険
や
機
械
の
撹
乱
や
故
障
に
よ
る
停
止
回
数
壱
最
少
限
度
ピ
〈

い
と
め
て
、
で
き
る
だ
け
高
い
生
産
の
連
続
性
を
維
持
す
Z
こ
と
に
あ

M
r

保
全
労
働
者
は
計
画
的
停
止
期
聞
に
、
機
械
や
工
具
の
摩
誠
部
分
を
検
査

し
て
操
作
過
失
の
起
ら
な
い
う
ち
ピ
構
成
部
品
を
修
理
し
取
換
え
る
の
で

あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
保
全
労
働
は
、
不
測
の
事
態
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ

る
よ
り
も
組
織
的
に
停
止
す
る
ほ
う
が
遥
か
に
容
易
な
の
で
あ
向
山
だ
が
、

ひ
と
た
び
撹
乱
や
故
障
が
起
き
た
場
合
は
、
何
を
措
い
て
も
、
最
短
可
能

時
間
で
完
全
に
修
繕
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
機
械

装
置
は
、
個
々
の
構
成
要
素
が
迅
速
に
交
換
で
き
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
補
充
部
品
が
ワ
ね
に
適
当
な
且
且
た
け
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
「
さ
ら
に
、
非
常
の
場
合
や
緊
急
の
状
援
に
お
け
る
不
測
の

故
障
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
交
代
保
全
要
員

(
5
5
E
E旦
2
E
E



再
臨
)
晶
、
緊
急
保
全
集
団
(
日
E
F
I
岡
山
口
四
〕
に
関
す
る
組
織
的
な
考
慮
が

払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昼
間
保
全
労
働
者
の
規
則
的
な
保
全
に
対

し
て
、
突
代
保
全
要
員
の
王
一
安
な
機
能
は
、
夕
方
と
夜
間
に
お
け
る
不
測

の
故
障
に
取
組
む
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
緊
急
保
全
要
員
は
故
障
の
原
因
を

診
断
し
治
療
す
る
優
れ
た
技
能
を
必
要
と
す
る
。
特
に
停
止
時
間
は
き
わ

め
て
高
価
な
損
失
で
あ
る
か
ら
、
迅
速
性
と
適
確
院
か
何
よ
り
も
大
切
で

あ
る
。
故
障
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
管
理
か
ら
特
別
の
援
助
壱
要
求
し
、
あ

る
い
は
昼
間
労
働
者
そ
召
集
す
る
こ
と
さ
え
も
あ
り
、
保
全
労
働
者
だ
け

で
な
く
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
技
師
・
肢
術
者
も
総
動
員
さ
れ
て
、
文
字
通
り
全

労
働
者
が
仕
事
に
没
頭
す
る
こ
と
が
あ
る
。
最
後
に
費
用
の
か
か
る
故
障

が
起
き
た
と
き
に
は
、
上
層
部
は
何
時
で
も
、
何
が
間
違
い
の
原
因
で
あ

っ
た
か
を
発
見
す
る
た
め
に
、
労
働
者
と
の
会
合
を
召
集
す
る
の
が
常
で

あ
る
。
こ
う
し
て
労
働
者
は
、
技
師
・
技
術
者
、
工
場
管
理
者
な
ど
上
層

員
と
の
会
議
壱
通
じ
ー
も
技
術
的
な
知
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
ふ
が
「

C

職
種
の
統
合
と
豊
能
工

(
E
q
g
H
m
E
q
t
z自
E
、
品
目
〈
5
Z

〔
日仕問。

R
Z
H仲
間
)
化
右
の
よ
う
な
撹
乱
や
故
障
に
お
け
る
保
全
労
働

の
特
色
と
、
労
働
の
技
術
的
な
基
礎
知
識
へ
の
依
存
度
の
増
大
は
、
た

が
い
に
相
ま
っ
て
、
保
全
労
働
に
お
け
る
職
種
の
統
合
と
集
約
化
の
傾
向

を
生
じ
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
一
般
的
な
傾
向

は
お
お
む
ね
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
理
想
的
な
保
全
要
員
は
な
ん
で
も

や
り
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
岐
回
路
、
結
合
、
接
合
、
組
立
、
調

整
、
刃
立
て
、
塗
油
な
ど
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
機
械
一
般

オ
ー
ト
メ
!
ジ
ョ
γ
と
間
接
的
生
産
労
間
者
付

十
電
気
に
つ
い
て
の
知
識
壱
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
多
才
で
あ

れ
ば
あ
る
だ
け
高
〈
評
価
さ
れ
る
。
」
「
捜
能
系
統
が
突
宜
す
る
こ
と
か
ら
、

数
種
の
技
能
の
諾
部
分
が
一
つ
の
仕
事
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

複
雑
な
機
械
の
据
付
お
よ
び
保
全
の
場
合
に
、
雇
中
一
は
、
ぞ
の
機
械
の
世

話
を
す
る
忙
当
っ
て
、
ま
ず
こ
の
仕
事
の
一
部
を
機
械
掘
什
工
に
や
ら
せ
、

つ
ぎ
に
修
理
工
に
や
ら
せ
、
さ
ら
K
電
気
工
に
や
ら
せ
る
と
い
う
よ
う
な

ιと
は
し
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
壱
す
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
、
そ
の
機
械
を
十
分
あ
っ
か
え
る
だ
け
の
、
能
力
を
も
っ
た
一
人
の
労
働

者
を
麗
つ
て
訓
練
す
る
ほ
う
が
安
上
り
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
同
J

ι
の
よ
う
に
二
種
以
上
の
職
種
が
一
つ
の
職
種
に
統
合
さ
れ
る
と
い
う
傾

向
が
み
ら
れ
る
。
試
み
に
、
こ
の
統
合
の
実
状
を
見
ょ
う
。
「
た
と
え
ば

自
動
車
工
業
の
場
合
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ラ
イ
ン
で
は
電
気
的
・
機
械
的

な
部
分
品
が
緊
密
に
連
絡
し
て
お
り
、
労
働
者
の
仕
事
は
電
気
的
業
務
と

2
m
u
 

機
械
的
業
務
の
両
方
を
把
握
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
」
。
新
し
い
保
全

労
働
技
能
は
、
恐
ら
く
「
電
気
機
械
整
備
工
」
〈
己
0
2
2
1日
2
Z
E
E
-

門知
V

E
古
同
)
の
出
現
で
あ
る
。
「
す
で
に
フ
ォ
ー
ド
の
鋳
造
工
場
で
は
、
鍛
接

機
械
修
理
士
と
い
う
一
種
の
混
成
職
種
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
庄
断
工
場

で
は
、
自
動
装
置
修
理
工
と
い
う
職
種
が
あ
る
。
後
者
は
機
械
取
付
工
、

電
気
工
機
械
修
理
工
、
水
庄
装
置
修
理
工
、

f
rお
よ
び
加
工
位
置
固
定

〔

mv

修
理
工
の
混
合
物
で
あ
る
」
。
ま
た
「
化
学
工
業
の
い
く
つ
か
の
工
場
で

は
、
溶
接
工
が
配
管
工
の
職
種
に
統
合
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
電
気
工
が

An〕

計
器
士
の
職
種
に
統
合
さ
れ
る
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
」
。
さ
ら
に
、
一
」
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オ
ー
ト
メ
l
シヨ
Y
と
間
接
的
生
産
労
働
者
仲

の
よ
う
な
職
種
の
統
合
に
よ
る
多
能
工
化
の
要
求
は
、
オ
ト
メ

l
y
宝

V
化
の
進
展
と
と
も
に
次
第
に
増
大
し
て
き
た
ロ
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
λ
で

は
、
す
で
に
多
能
工
の
資
格
が
一
分
野
以
上
の
技
能
を
持
つ
労
働
者
に
適

用
さ
れ
て
い
る

Q

ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
あ
る
巨
大
石
油
精
製
所
で
は
、

ほ
ぽ
同
数
の
電
気
ヱ
と
機
械
工
を
新
規
募
集
し
て
電
子
工
学
と
計
器
利
用

の
基
礎
に
関
す
る
強
度
の
訓
練
を
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
新
職
種
の
暗

黙
の
承
認
に
外
な
ら
な
一
ザ
ま
た
西
ド
イ
ツ
で
も
、
電
子
設
備
の
整
備
と

管
理
を
引
受
け
る
特
殊
な
任
務
を
も
っ
電
子
機
械
工
の
創
出
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
山

右
の
よ
う
に
保
全
労
働
の
内
容
と
特
色
は
、
そ
う
と
ヱ
高
度
の
技
術
知

識
を
、
特
に
電
気
的
機
械
的
な
基
礎
知
識
を
必
要
と
す
る
。
こ
う
し
た
技

術
的
基
礎
知
識
の
要
求
と
い
い
、
多
能
工
化
の
傾
向
と
い
い
、
そ
れ
ら
が
従

来
の
熟
練
工
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
っ
て
律
し
得
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
保
全
労
働
者
の
こ
の
よ
う
な
特
性
は
、
い
わ
ば
技
能
主

(
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保
全
労
働
者
の
増
大
と
不
足

自
動
的
工
場
を
効
果
的
に
運
営
維
持
す
る
た
め
に
、
保
全
労
倒
者
(
技

能
工
)
の
数
は
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
増
大
し
て
き
た
。
と
く
に
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
対
す
る
保
全
信
働
者
の
割
合
は
、
オ
ー
ト
メ
l
シ
三
シ
化
の

進
展
と
と
も
に
著
し
く
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る

c

川
崎
増
大
の
統
計
的
障
認
こ
こ
で
は
、
ま
ず
メ
カ
↑
一
カ
仲
・
オ

ト
メ
l
V
3
ン
叩
代
表
と
し
て
自
動
車
工
業
を
、
つ
い
で
プ
ロ
セ
ス

E

オ

ー
ト
メ
!
シ

E

Y
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
石
油
工
業
を
と
り
あ
げ
、
さ

ら
に
オ
l

J
メ
l
シ
コ
ン
化
の
発
展
と
労
働
者
構
成
の
変
化
と
の
相
互
関

オ
ト
メ
1
シ
ョ
ン
と
間
按
的
生
匡
労
働
者
付

係
壱
考
察
し
よ
う
と
お
も
う
c

、
、
、
、
、

自
動
車
工
業
を
み
る
と
「
グ
リ
l
ヴ
ラ
ン
ド
の
フ
ォ
ー
ド
第
一
エ
ン
ジ

ン
工
場
で
は
、
保
全
労
働
者
は
労
働
者
数
の
三
一
%
近
く
を
し
め
て
い
る
。

こ
の
工
場
の
オ
l
ト
メ
ジ
ョ
ン
は
と
う
て
い
完
全
な
も
の
で
は
な

く
、
多
数
の
労
働
者
を
必
要
と
す
る
エ
ン
ジ
ン
組
立
工
程
を
ま
だ
ふ
く
ん

で
い
な
い
。
完
全
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
保
全
要
員
は
生
産

工
程
の
労
働
者
(
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
)
の
数
と
同
じ
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
」
。
す
す
ん
で
、
こ
の
完
全
オ
1

1

メ
i
v
ョ
ン
の
場
合
を
考
察
す
る
た
め
に
、
第
一
表
で
は
、
フ
ラ
ン
λ

の
ル

ノ

l
工
場
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
工
場
が
シ
リ
ン
ダ
ブ

ロ
y

ク
生
産
に
お
い
て
、
世
界
で
も
っ
と
も
オ
ー
ト
メ
l
シ
a
y
化
の
進

ん
だ
工
場
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
表
に
お
け
る

4
・
c
v
vリ
Y
ダ

!
プ
ロ
ザ
ク
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
設
備
♀
円
ぐ

D
E
Z
2
Z
o
o
-洲

H
E守

EOHP己
品
。
)
は
、
一
九
四
七
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
部
分
的
オ

ト
メ

l
シ
玄
シ
に
対
応
す
る
設
備
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ド

1
7

ィ
ン
・
ジ
リ
ン
ダ
1
ブ
ロ
ザ
ク
e

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
マ

V

ン
(
ロ
mw

ロ
町
宮
ロ
m

N
1
E骨
F
E
n
w
司
自
民
α
E可
色
。
)
は
、
一
九
五
六
年
に
稼
動
そ
は
じ

〔
註
〕
わ

め
た
両
期
的
な
完
全
オ
!
ト
メ

l
シ
ョ
シ
設
備
で
あ
る
。
と
の
表
は
、
部

分
的
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
完
全
方
ト
メ
シ
g

ン
へ
の
移
行
に
よ

っ
て
、
工
場
の
人
的
配
置
が
一
変
し
た
と
正
を
し
め
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
保
全
労
働
者
と
の
比
率
は

逆
転
し
た
。
保
全
労
働
者
の
数
が
絶
対
的
に
も
、
相
対
的
に
も
増
大
し
、

第
九
十
四
巻

五

七

第
六
号

ノに



オ
1
1
メ
1
シ
ョ
ソ
と
間
接
的
生
産
労
働
者
付

フヲ γスのルノ 工場におけるシリ γダ{プロック生産の人的配置

(1叫即硝醐)kl α畑町6昨問年刊以隅降
|←C町V 剖 i凶吋町副剖出o叫cklDa叩叫u凶 ine田山加帥叫block叫ck出k剖三d| 

オベ V タ-ベ(生産およぴ操縦船) 1 120(情完全就業

it--!151l 12 管理員〈手一一山 12(田町}30
電気工(電気作業)I 3(非恒常的)J 6(恒常的〉

i 合計叫 _1_"，_50_---1 

1) この統計査は，パリ近郊のピランクールにある高度に自車川じされた主耳きの， ト

ラソスファ マシγによるシPゾダ ブロッグ生産の実態である e

このピヲソタールのルノー士場の労闘者の半均年令は41才である。フランのル

ノー工場の平均年令は33才である。

Vgl. M. Hammer， Vergleiche四 e...，1959， S. 46. 

第 l表

20(哲定成業〉

2) 

完
全
に
優
勢
を
し

め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
も
オ
ベ

ν
l
タ
l
は
吉
川
全

就
業
か
ら
暫
定
就

業
へ
、
保
全
労
働

者
の
多
く
は
非
恒

常
的
就
業
か
ら
恒

常
的
就
業
へ
と
転

化
し
、
オ
ヘ
レ

l

タ
の
意
義
が
減

少
し
た
の
に
反
し

て
、
保
全
労
働
者

の
意
義
は
い
ち
じ

る
し
く
増
大
し
た
。

そ
の
う
え
、
暫
定

就
業
や
非
恒
常
的

就
業
で
は
「
経
営

の
な
か
で
人
聞
が

設
備
の
そ
ば
に
い

る
こ
と
は
、
労
働

時
閣
の
ほ
と
ん
ど

第
九
十
四
巻

第
六
号

;'.. 
四

主
一
八

半
分
ほ
ど
も
な
い
ぐ
ら
い
で
あ
お
」
か
ら
、
逆
に
保
全
労
働
者
の
彼
割
は

い
っ
そ
う
増
大
し
た
こ
と
壱
知
り
う
る
。

〔
註
〕
ド
1
7
4
ン
ト
ヲ
γ
ス
フ
l
r
マ
シ
γ

(
ロ
E
H
1
M
E
O
N
-
H回
弘
司
E
・

日
目
内
吋

E
ロ
且
q
E
E
E
O
)。
こ
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
マ
ジ

γ
の
総
延
長
は
一

五
0
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
一
試
の
セ
ク

γ
ョ
ソ
か
ら
な
ヲ
て
い
る
。
一
セ
ク
シ

ヨ
ゾ
に
は
一
八
の
ス
テ
l
ν
=
γ
が
あ
り
、
各
セ
グ
シ
ヨ
ゾ
の
長
さ
は
約
一

0

メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
全
長
一

0
0
0メ
ー
ト
ル
の
ト

ラ
γ
ス
フ
ア
ー
バ
ン
ド
が
二
階
三
階
の
緩
衝
バ
ソ
ド
と
し
て
各
セ
ク
ジ
ヨ
ゾ
を

結
合
し
て
い
る
。
シ
リ
ゾ
ダ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
伺
ら
人
間
の
手
を
わ
ず
ら
わ
さ

ず
に
移
動
し
て
、
そ
の
聞
に
約
三
0
0
0の
完
全
な
機
械
的
加
工
を
施
さ
れ
る
。

告
ト
ヲ
γ
ス
フ
7
1
設
備
は
総
延
長
一
キ
戸
メ
ー
ト
ル
以
上
の
、
工
場
を
貫
通

す
る
蛇
形
の
も
の
で
る
る
。
そ
の
最
大
生
産
能
力
は
理
論
上
、
拍
節
時
間
四
五

秒
と
い
う
き
わ
め
て
短
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
産
量
は
グ
リ

γ
〆
!
プ
ロ

ッ
ク
に
し
て
、
時
間
当
り

λ
O個
ま
た
は
二
交
代
労
棚
田
当
り
一

0
0
0個
に

も
達
す
る
の
で
あ
る
。
「
こ
の
ト
ラ
ン
ス
プ
ァ
l
設
備
は
、
そ
の
輝
か

L
い
設

計
と
い
う
点
か
ら
も
、
国
際
的
な
専
門
界
に
お
い
て
最
大
の
セ
ン
セ
l
ジ
ョ
ン

を
ひ
き
お
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
技
術
的
に
、
と
く
に
経
帯
性

の
諸
問
圃
そ
解
決
し
た
と
い
う
憧
秀
性
の
点
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
比
肩
し
よ
り
る
も
の
壱
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
」
(
冨
出
回
目
自
民
宙
開
E
G同

M
E
n
u
o
回
閉
山

-
B
J
E
)。

つ
ぎ
に
、

L
V
砂
p
t
rに
お
け
る
オ
ト
メ

l
v
z
y
化
の
程
度
の
異
な

っ
た
二
つ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
石
油
精
製
工
業
は
ほ
ん
ら
い

最
も
オ

l
ト
メ
]
シ
宝
ン
化
の
進
ん
だ
部
円
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
保
全
労



グロスマソの調査した近代的石油精製所の労働者構成

lプロセス労働者|保全労働者|総数い業員総数k対する%

交 代 労 働 752 64 36.3 

昼 間 骨 働 114 63.7 
1319 其他 697

総 数| 866 1383 [2抑 1
従業員総数に対する%[ 38.5 61.5 100 

第 2表

E. R. F. W. Crossman， Automation and Skill， 1960， p. 46 

働
者
の
比
重
は
き
わ
め
て
高
い
。
ク

ロ
九
マ
ン
の
調
査
し
た
近
代
的
石
袖

精
製
所
(
第
二
表
)
で
は
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
と
保
全
労
働
者
の
割
合
は
一
一
一

八
五
悌
対
六
一
・
五
%
で
あ
り
、

保
全
労
働
者
の
優
位
を
示
し
て
は
い

る
が
、
と
れ
と
比
べ
て
エ
ク
ソ
石
油

精
製
所
フ
ォ

1
リ
工
場
(
第
三
表
)

の
就
業
者
構
成
は
、
主
っ
た
く
驚
く

べ
き
事
態
で
あ
る
。
己
こ
で
、
「
一
の

工
場
壱
と
り
あ
げ
た
理
由
は
、
ぞ
れ

が
日
産
五
五

O
万
ガ
ロ
ン
(
約
一
五
・

第3表イギリスの R唱。石油精

製所 Fawley工場の就業者構成

一一一-[A亙盃主
生産 労f動者 6 (交代毎に l

保全修繕労閥者 間O

技帥担割障壁員 1回 O

管理要員 団O

E. Sachse， a. a. 0.， S. 77. 

オ
ー
ト
メ
l
シ
ョ
γ
と
間
接
的
生
産
骨
働
者
ハ
門

七
万
パ

l
v
山

C
の
原
油
を
蒸
同
国
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
全
石
油
製
品
に
た
い

す
る
需
安
の
三
分
の
」
を
ま
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
超
大
型
の
完
全
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
工
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
一
一
一
表
を
み
る
と
、
こ
の
工
場
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
わ
ず
か
に
六
名
で
あ
る
。
そ
れ
が
四
組
三
交
代
制
だ
と

し
て
も
:
絵
里
一
回
名
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
保
全
労

劇
者
は
、
八

C
C名
で
あ
り
、
比
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
四
表
は
、
西
ド
イ
ツ
の
蓄
電
器
生
産
に
お
け
る
労
働
者
構
成

の
発
展
壱
示
し
た
も
の
で
あ
る
白
こ
の
表
か
ら
は
、
指
標
の
と
り
方
の
点

剖

で

、

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

と

保

全
労
働
者
と
の
割
合
の
変

化
を
直
接
、
数
量
的
に
明

確
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、

各
生
産
の
発
展
段
階
の
労

働
者
構
成
の
変
化
か
ら
、

両
者
の
割
合
の
変
化
壱
抽
出

像
す
る
に
は
充
分
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
有
資
格
労
働

者
お
よ
び
整
備
員
の
増
大

に
た
い
し
て
補
助
労
働
者

の
い
ち
じ
る
し
い
減
少
は
、

完
全
自
動
辻
産
の
段
階
に

第4告
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四
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オ
ー
ト
メ
l
y
z
ゾ
と
間
接
的
生
産
労
働
者
仲

お
け
る
保
全
労
働
者
の
著
し
い
増
大
と
絶
対
的
な
優
勢
を
も
の
が
た
る
も

の
で
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
表

は
、
各
生
産
の
発
展
段
階
に
照
応
す
る
労
働
者
構
成
の
変
化
を
示
す
点
に
、

そ
の
意
義
が
あ
る
。

B

メ
カ
ニ
ゼ

I
シ
ョ
ン
と
の
差
異
か
つ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働

〔
者
群
の
工
場
内
諾
部
門
へ
の
配
置
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

メ
カ
ニ
ゼ

l
シ
z
y
に
お
い
て
は
「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
タ
チ
ュ
ア
に
お
け
る

繍
成
さ
れ
た
組
に
代
わ
っ
て
:
主
要
労
働
者
(
同

E
1
z
r
2
Z叶
)
と
少

数
の
助
手
(
請
。
E
間

σ
ロ
の

ozzg)
と
の
関
係
が
現
わ
れ
て
い
る
。
本

質
的
な
区
別
は
現
実
に
道
具
機
に
つ
い
て
働
い
て
い
る
労
働
者
ハ
こ
れ
に

か
ま
た

は
、
動
力
機
の
見
張
り
ゃ
催
焚
き
を
す
る
何
人
か
の
労
働
者
も
加
わ
る
J

と
‘
こ
の
機
械
労
働
者
の
単
な
る
手
伝
い
(
ほ
と
ん
ど
子
供
ば
か
り
)
と

の
区
別
で
あ
る
。
こ
の
手
伝
い
の
う
ち
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
す
べ
て

の
『
フ
ィ

l

〆
1
』
(
た
だ
機
械
に
作
業
材
料
を
渡
す
だ
け
の
も
の
)
が

か
ぞ
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
主
要
部
類

(
E
2
0
同

z
y
z
a
aろ
の

ほ
か
ピ
、
機
峨
装
置
ぜ
ん
た
い
の
調
整
や
常
時
の
修
理
に
従
事
す
る
も

の
で
、
そ
の
数
か
ら
み
れ
ば
と
る
に
足
り
な
い
人
員

(
2ロ
ロ
回
目
耳
広
島

E
Zを
E
E
h
N
E』

URZ言。

σ
が
あ
る
。
技
師
(
百
四

3
5
R
O
)、
機
械

工
(
冨

2
E
E
r品
、
指
物
工

(
m
n
F
Z
5
0
る
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
比
較
的
高
級
な
、
一
部
分
は
科
学
的
教
育
を
受
け
た
、
一
部
分

は
手
工
業
的
な
労
働
者
部
類
で
、
工
場
労
働
者
の
範
囲
の
外
に
属
し
、
た

だ
工
場
労
働
者
に
ま
じ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
分
業
は
純
粋
に
技

第
九
十
四
世

主

O 

ノ1、
ノ、

第
ハ
号

術
的
で
あ
る
己
(
傍
点
は
小
春
)

メ
カ
ニ
ゼ

1
ジ
ョ
ン
の
段
階
に
お
い
て
は
、
み
ぎ
の
枝
師
、
機
械
工
、

指
物
工
な
ど
の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
守
日
の
保
全
労
働
者
は
、
当
時
の
主

要
労
働
者
お
よ
び
助
手
の
、
い
わ
ゆ
る
主
要
部
類
に
た
い
し
て
、
ま
っ
た

く
「
と
る
に
足
り
な
い
人
員
」
の
付
属
部
類
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は

工
場
労
働
者
の
範
囲
に
さ
え
は
い
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

完
全
オ
l
ト
メ
l
y
ョ
ン
の
段
階
で
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
か
つ
て
の

付
属
部
類
は
い
ま
や
数
的
に
も
、
ま
た
意
義
と
役
割
か
ら
い
っ
て
も
、
で

場
労
働
者
の
主
要
部
類
ピ
転
化
し
て
、
独
立
の
部
門
を
形
成

T
る
よ
う
に

な
っ
た
。
か
つ
て
の
主
要
部
類
た
る
オ
ベ
レ
タ
ー
は
、
エ

y

ソ
の
フ
ォ

l
リ
工
場
の
例
の
よ
う
ヒ
、
全
く
「
と
る
に
足
り
な
い
人
員
」
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
ぼ
う
大
な
数
の
技
師
技
術
者
ま
で
が
、
工
場
労
働
者
の
箱
開

に
は
い
ヲ
て
く
る
よ
う
忙
な
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
こ
の
工
場
内
分
業
の
根

本
的
変
化
と
い
う
点
に
と
そ
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
カ
一
ゼ
シ
ヨ

〔
註
]

ン
と
の
第
二
の
基
本
的
な
差
異
が
あ
る
の
で
あ
る
c

〔
社
〕
第
一
の
基
本
的
な
差
異
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
と
、
メ
カ
ユ
ゼ
l
シ
ョ
γ
の

労
働
者
に
お
よ
ぽ
す
直
接
的
思
響
は
、
婦
人
児
童
労
働
を
ふ
く
む
非
熟
蹄
労
働

者
の
雇
用
で
あ
り
、
同
時
に
熟
練
労
働
者
の
駆
逐
で
あ
っ
た
ロ
と
こ
ろ
が
オ
ー

トメ
1
シ
zγ
に
お
い
て
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
統
計
上
か
ら
み
る
と
、
非
熟

練
工
な
い
し
半
熟
練
工
が
駆
逐
さ
れ
て
、
表
面
的
に
は
熟
擁
工
の
増
加
と
な
っ

て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
突
は
こ
の
点
に
と
そ
、
オ
ー
ト
メ
ー
ク
ョ

γ
の
メ
カ

ユゼ
1
γ

ョ
ゾ
と
の
第
一
の
基
本
的
な
差
異
が
存
在
す
る
の
だ
(
こ
の
こ
と
は
、



他
目
、
別
稿
-
ー
オ
ト
メ
1
ジ
ョ
ン
と
労
働
者
構
成
の
変
化
」
に
お
い
て
詳
述
)
。

ω
保
全
労
働
者
の
不
足
み
ぎ
の
よ
う
に
、
保
全
労
働
者
は
絶
対

的
に
も
相
対
的
に
も
増
大
し
て
き
た
。
た
と
え
絶
対
数
は
少
な
い
と
は
い

え
、
増
大
の
比
率
は
非
常
に
大
き
い
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
保
全
労
働
者

に
対
す
る
著
し
い
需
要
の
増
大
壱
語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

は
前
出
第
て
二
、
一
ニ
、
四
表
か
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
う
る
。
な
お
一
九

五
七
年
の
国
際
労
働
会
議
の
報
告
に
よ
る
と
、
化
学
工
場
に
お
け
る
就
業

労
働
者
構
成
の
一

0
0分
比
は
、
自
動
化
の
前
で
は
生
産
労
働
者
七

O
名

と
保
全
労
働
者
一
一
一

O
名
の
割
合
で
あ
っ
た
が
、
自
動
化
の
後
に
は
生
産
労

働
者
主
五
名
に
た
い
し
て
保
全
労
働
者
お
よ
び
技
術
者
四
五
名
の
割
合
に

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
ω

こ
れ
ら
の
事
実
は
保
全
労
働
者
の
か
な
り

大
巾
な
増
加
壱
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
増
加
実
数
の
背
後
に
も

っ
と
大
吉
な
需
要
増
加
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想

像
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
保
全
労
働
者
増
大
の
潜
在
的
可

能
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
実
際
上
の
増
加
率
に
お
い
て
も
、
ぞ
れ
は
恐

ら
く
工
業
学
校
や
技
術
学
校
の
卒
業
者
の
増
加
率
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い

た
も
の
左
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
必
然
的
に
、
保
全
労
働
者
の
大

量
的
養
成
の
要
求
を
い
っ
そ
う
増
大
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川

w
陸
井
三
郎
嗣
訳
、
前
掲
書
、
=
二

J
一一一一一頁。

ω

Z
・
国
E
M
E
2
-
可
竜
崎
町
民
与

SR地
内

w

由
・
邑
-

M
W

ぬ。，。・

ω
小
林
勇
編
訳
、
前
掲
書
、
一
一
頁
。

オ
ー
ト
メ

l
v
ョ
ν
と
関
揖
的
生
産
労
働
者
判

同
開
阻
止
冨
耳
M
♂

bs
同一品
h
h
b
F
H
E
o
F
E
E
-
印
凹

t
H
J
E
M

邦
訣
、
国
民
文
庫
版
、
第
一
巻
第
三
分
冊
、
一
人
=
一
頁
。

同
開
印
宮
町
毘
r
a
b
-
-
凹

E

E 

技
能
工
の
犬
量
的
養
成

A

新
し
い
按
術
教
育
こ
こ
で
保
全
労
働
者
を
技
能
工
と
よ
ぶ
の

は
、
小
つ
て
の
単
能
L
や
熟
練
工
に
な
さ
れ
た
要
求
と
は
ち
が
っ
て
、
技
術

的
な
基
備
知
識
や
膳
種
の
統
合
に
よ
品
多
能
工
化
の
要
求
か
ら
、
労
働
者

の
技
術
教
育
に
た
い
し
て
ま
っ
た
く
新
し
い
課
題
が
負
荷
さ
れ
る
こ
と
壱

意
味
す
る
。
制
御
回
路
の
導
入
は
、
電
気
的
機
械
的
技
術
と
空
気
的
水
圧

的
操
作
に
対
す
る
訓
練
を
必
要
と
す
引
の
で
、
技
術
的
基
礎
知
識
の
点
か

ら
い
っ
て
保
全
労
働
者
に
は
、
す
く
な
く
と
も
工
業
高
校
程
度
以
上
の
教

育
が
要
請
さ
れ
る
司
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
、
工
莱
高
校
の
課
程
が

従
来
の
ま
ま
の
教
育
内
容
で
も
っ
て
充
分
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
化
学
工
業
で
は
、
機
械
的
な
知
識
や
化
学
反
応
の
理
解
や
電
気

関
係
の
知
識
が
必
要
で
あ
る

G

そ
れ
故
に
従
来
の
工
業
高
校
の
卒
業
者
で

は
、
機
械
の
専
攻
者
に
は
化
学
と
電
気
の
、
化
学
の
専
攻
者
に
は
電
気
と

機
械
の
、
電
気
の
専
攻
者
に
ほ
化
学
と
機
械
の
知
識
を
教
育
す
る
な
ど
、

広
範
な
基
礎
知
識
を
与
え
て
設
備
や
装
置
の
要
求
す
る
技
術
に
関
す
る
理

解
を
持
た
せ
な
け
机
ば
な
ら
な
い
ソ
こ
う
し
で
、
特
に
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
設
備
の
労
働
で
は
、
機
械
工
と
電
気
工
と
い
う
労
働
者
の
伝
統
的
な
分

類
は
障
碍
に
さ
え
な
っ
て
き
た
。
か
つ
て
の
伝
統
的
な
労
働
者
訓
練
で
は
、

第
九
十
四
巻
主
二
一

第十一ハ号
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七



オ
ー
ト
メ
!
シ
ョ
γ
と
間
接
的
生
産
労
働
者
ハ
門

一
つ
の
技
能
か
ま
た
は
他
の
技
能
を
与
え
は
す
呂
が
、
そ
の
丙
方
を
供
給

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
伝
統
的
な
訓
練
を
受
け
た
電

気
工
に
は
機
械
的
側
面
の
訓
練
壱
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
労

働
者
に
適
当
な
技
能
バ
ラ
ン
ス
を
獲
得
さ
せ
る
た
め
に
は
、
恐
ら
く
混
合

的
な
訓
練
ま
た
は
電
気
機
械
的
訓
練
を
必
要
と
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
と

〈
に
中
学
卒
業
者
を
企
業
内
で
養
成
す
る
ば
あ
い
に
は
、
科
学
的
基
礎
知

識
の
教
育
は
い
っ
そ
う
重
要
と
な
る
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
一
般

に
技
術
教
育
の
比
重
が
現
場
実
習
よ
り
も
学
科
教
育
へ
と
移
行
し
て
き
た
。

た
と
え
ば
本
来
、
多
能
工
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
工
具
製
造
工
を
と
っ

て
み
て
も
、
専
門
的
な
技
術
能
力
と
知
識
の
養
成
に
は
一
年
間
の
実
習
と

五
年
聞
の
学
習
を
要
す
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
能

工
的
技
能
工
壱
養
成
す
る
た
め
に
、
フ
ィ
ド
社
で
は
保
全
要
員
に
も
水

力
学
、
品
質
、
潤
滑
、
電
気
、
電
子
工
学
お
よ
び
オ
l
ト
メ
シ
翠

γ
に

関
す
る
特
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
号
内
容
と
す
る
訓
練
過
程
が
設
け
ら
れ
て
い

丸
。
ま
た
ル
ノ
!
工
場
で
は
、
自
己
の
学
校
で
、
毎
年
四
五

O
名
の
技
能
工

が
養
成
さ
れ
て
い
る
。

劃
再
訓
練
へ
の
要
求
仮
り
に
従
来
の
熟
練
工
を
保
全
労
働
に
あ

て
る
と
し
て
も
、
自
動
機
械
は
新
し
い
知
識
を
豊
富
に
要
求
す
る
か
ら
、

そ
の
ま
ま
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
合
同
自
動
車
労
組
の
報
告
書

で
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「ォ
l
ト
メ
シ
ョ
ン
は
ま
た
、
若
干
の
場
合
に
は
、
経
営
者
側
に
よ

っ
て
、
あ
る
職
種
の
人
び
と
に
ベ
つ
の
職
種
の
し
ご
と
を
や
る
よ
う
な
圧

第
九
十
四
巻
五
一
一
一
一
第
六
号
八
人

力
を
か
け
、
こ
う
し
て
熟
練
職
種
相
互
間
の
境
界
線
を
う
ち
ゃ
ぶ
る
た
く

ら
み
の
口
実
と
し
て
、
採
用
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の
職
種
の
し
ご
と
を
や

る
オ
ト
メ
l
シ
ョ
ン
装
置
で
は
、
複
雑
さ
が
必
要
な
の
で
、
こ
の
複
雑

さ
が
経
営
者
側
の
こ
う
し
た
た
く
ら
み
を
か
く
す
煙
幕
に
な
っ
て
い
る
。

熟
練
労
働
の
諸
部
門
を
重
ね
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
職
人
の
数

を
へ
ら
そ
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
企
図
が
成
功
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
不
可

避
的
に
熟
練
技
術
の
基
礎
壱
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
て
わ
が
国

の
経
済
に
は
、
よ
ろ
ず
屋
で
は
あ
る
が
、
何
一
っ
し
っ
か
り
身
に
つ
け
た

も
の
は
な
い
と
い
っ
た
上
う
な
人
び
と
だ
け
が
の
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
」
(
傍
点
は
小
在
)

右
の
合
同
労
組
の
主
張
の
当
否
は
別
と
し
て
、
オ
ー
ト
メ
l
シ
=
ン
労

働
で
は
、
多
く
の
職
種
目
一
仕
事
を
や
る
複
雑
さ
が
必
要
な
の
で
、
熟
練
職

種
相
互
間
の
境
界
線
を
打
ち
破
っ
て
、
熟
練
労
働
の
諸
部
門
を
重
ね
あ
わ

せ
る
と
と
、
そ
れ
は
不
可
避
的
に
熟
練
技
術
の
基
礎
を
そ
こ
な
う
こ
と
に

な
る
、
と
い
う
事
実
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
こ
そ
、
労
働
者
の
再
訓
練
と
職
業
教
育
の
問
題
点
ぜ
提
起
し
て

い
る
社
会
的
な
背
景
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
そ
の
実
状
を
見
ょ
う
。

一
般
に
「
従
来
の
熟
練
士
は
そ
の
(
新
知
識
の
〔
小
谷
〕
)
点
で
、
き
わ

め
て
融
通
性
に
と
ぼ
し
い
の
で
、
新
し
く
教
育
し
て
、
電
子
機
械
の
保
全

に
あ
て
る
の
に
は
、
か
な
り
の
困
難
が
あ
る
。
か
え
っ
て
学
校
を
で
た
ば

か
り
の
未
熟
練
な
人
を
新
し
く
教
育
し
た
方
が
、
は
や
い
場
合
も
多
円
。
」

再
訓
練
の
問
題
は
き
わ
め
て
困
難
な
課
題
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か



わ
ら
ず
再
訓
練
が
要
求
さ
れ
実
施
さ
れ
て
き
た
の
は
、
保
全
労
働
者
の
不

足
が
そ
れ
以
上
に
も
っ
と
深
刻
で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
の
よ

う
な
事
実
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
自
動
車
工
業
で
は
フ

ォ
ー
ド
社
は
「
わ
が
社
は
現
在
多
く
の
学
校
を
設
け
て
お
り
、
再
教
育
を

終
っ
た
も
の
は
通
常
の
労
働
作
業
を
減
ら
し
て
昇
格
さ
せ
た
り
、
い
っ
そ

う
高
蔽
屯
仕
事
に
属
す
る
職
場
セ
ン
タ
ー
の
要
員
や
保
全
作
業
の
要
員
に

し
て
い
る
」
。
ま
た
「
化
学
ム
業
の
分
野
で
は
、
職
を
失
っ
た
従
業
員
の

た
め
に
一
年
、
三
年
、
一
二
年
な
ど
の
再
訓
練
計
画
を
実
施
し
て
い
る
工
場

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ハ
イ
オ
流
域
地
方
や
、
西
部
沿
岸
地
方
の
一
部

の
工
場
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
計
画
は
き
わ
め
て
良
好

な
結
果
を
あ
げ
て
い

d
h
ま
た
再
訓
線
の
方
法
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

種
々
の
対
策
が
こ
う
じ
ら
れ
て
い
る
@
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
た
と
え

ば
ダ
イ
ム
一
フ
l

ベ
ン
ツ
で
は
国
家
の
補
助
金
で
夜
学

(
5
3
F
5
0
)

を
組
織
し
て
い
る
凶
戸
電
機
工
業
で
は
賜
暇
(
回

EHF-号
E
四
)
に
よ
る

補
習
教
育
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
設
備
の

領
域
で
は
‘
新
設
備
り
生
産
会
社
へ
の
修
繕
管
理
要
員
の
派
遣
(
肘

E
B
1

ロ
岳
居
間
)
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
メ

P
カ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ェ

レ
ク
ト
リ
ザ
ク
社
で
は
「
従
業
員
の
訓
練
お
よ
び
再
訓
練
に
毎
牛
三
五

O

O
方
な
い
し
四

0
0
0万
ド
ル
程
度
の
金
号
使
っ
て
い
る
と
見
積
ら
れ

る
」
。
以
上
町
諸
事
実
は
、
こ
の
種
の
再
訓
練
や
職
業
教
育
の
費
用
は
、

会
社
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
方
自
治
体
や
国
家

ιよ
る
行

政
措
置
も
必
要
で
あ
る
こ

k
を
語
っ
て
い
る
。

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
間
接
的
生
産
労
働
者
ハ
門

引
労
働
者
総
数
の
漉
少
以
上
の
よ
う
に
、
ォ
l
ト
メ

1
7
z
y

c
 

化
は
、
保
全
労
働
者
の
著
し
い
需
要
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
、
新
し
い
労

働
資
質
を
も
っ
多
能
工
的
技
能
工
を
養
成
す
る
と
い
う
課
題
を
ひ
き
お
と

す
と
同
時
に
、
従
来
の
熟
練
労
働
者
を
再
訓
練
す
る
と
い
う
要
求
壱
も
ひ

き
起
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
保
全
労
働
者
の
相
対
的
・
絶
対
的
な
増
大
と
い

っ
て
も
、
そ
れ
は
、
第
一
表
と
第
四
表
で
も
分
る
よ
う
に
、
ォ
ベ
レ
タ

!
の
迄
か
に
急
速
な
減
少
に
よ
っ
て
、
就
業
労
働
者
総
数
の
絶
対
的
な
減

少
で
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
ま
た
第
三

表
に
お
け
る
よ
う
に
、
ォ
l
ト
メ
シ
ョ

Y
化
で
は
ぼ
う
大
な
数
の
技
師

技
術
者
を
必
要
と
し
、
ぞ
の
比
重
が
い
ち
じ
る
し
く
大
き
い
↑
」
と
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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